
137.8 1,825 1,912.5 3.520 3,530 3,575 3,612 3,687

135.7[kHz] 1,810[kHz] 1907.5 　　3,500[kHz] 3,525 3,599 3,680
(注)F1B,F1D,G1B,G1Dに限る

3,716 3,770 3,805 7,025 7,040 7,200 10,130

3,702[kHz] 3,745 3,791 　　7,000[kHz] 7,030 7,100 10,100[kHz] 10,150

14,070 14,112 18,100 18,110

14,000[kHz] 14,100 (注)F1B,F1D,G1B,G1Dに限る 14,350 18,068[kHz] (注)F1B,F1D,G1B,G1Dに限る 18,168
14,100kHz：この周波数はA1A電波によってJARLが標準信号の送信を行う場合に限り、使用することができる。

21,070 21,125 21,150 24,920 24,930

21,000[kHz] (注)F1B,F1D,G1B,G1Dに限る 21,150kHz：この周波数はA1AによってJARLが標準信号の送信を行う場合に限り、使用することができる。 21,450 24,890[kHz] (注)F1B,F1D,G1B,G1Dに限る 24,990

28.07 　28.15 (注)29.00～29.30MHzの周波数は、外国のアマチュア局との狭帯域の電話・電信・画像及びCWによる通信にも使用することができる29.51 29.61

28.00[MHz] 28.20 29.00 29.30 29.59 29.70
28.20MHz：この周波数はA1AによってJARLが標準信号の送信を行う場合に限り、使用することができる。

50.10 50.30 (注1)F1B,F1D,G1B,G1Dに限る 51.00 52.30

50.00[MHz] 50.01MHz：この周波数はA1A電波によってJARLが標準信号の送信を行う場合に限り、使用することができる。 52.00 52.50 52.90 54.00
(注3)51.00～51.50MHzの周波数で外国のｱﾏﾁｭｱ局と通信を行う場合は、占有周波数帯幅の許容値が3kHz以下の電話・電信・画像及びCWによる通信にも使用することができる。

(注4)この周波数は、公衆網に接続し音声等の伝送を行う通信（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用して遠隔操作を行い通信する場合を除く。）に使用することはできない。

144.02 144.40 (注1)F1B,F1D,G1B,G1Dに限る 144.70

144.00[MHz] 144.10 144.50 144.60 ↑145.00MHz呼出周波数 145.65 145.80 146.00
(注2)144.10～144.20の周波数は、外国のｱﾏﾁｭｱ局と月面反射通信にも使用できる。この場合の電波の占有周波数帯幅の許容値は3kHz以下のものに限る。

(注3)144.30～144.50の周波数は、国際宇宙ｽﾃｰｼｮﾝとの交信に限って広帯域の電話、電信及び画像通信にも使用することができる。

※詳しくは平成21年総務省告示
第１７９号をご参照ください。

１３５ｋＨｚ帯 １．９ＭＨｚ帯 ３．５MHｚ帯

７MHｚ帯３．８MHｚ帯

１４MHｚ帯

２１MHｚ帯

２８MHｚ帯

５０MHｚ帯

全電波型式（実験・研究用）広帯域データVoIP 衛星

CW

広帯域データ

狭帯域デジタル(注)

全電波型式（実験・研究用）

狭帯域の電話・電信・画像 広帯域の電話・電信・画像・デジタル(注)

CW、狭帯域の電話・画像

狭帯域デジタル(注1)

広帯域の電話・電信・画像(注3､4)CW(注2) VoIP
CW、狭帯域の
電話・電信・画

像EME(注2)

狭帯域デジタル(注)

(注)F1B,F1D,G1B,G1Dに限る

狭帯域の全電波型式

(注1)F1B,F1D,G1B,G1Dに限る。
(注2)7,040～7,045kHzの周波数は、外国のｱﾏﾁｭｱ局との通信の場合、ﾃﾞｰﾀ通信にも使用することができる。

CW、狭帯域デジタル
(注)

CW

１０MHｚ帯

CW、狭帯域の電話・画像(注2)

狭帯域デジタル(注1)

CW、狭帯域の電話・画
像・データ

CW

CW、狭帯域の電話・画像

CW、狭帯域の電話・画
像

CW、狭帯域の電話・画
像

CW、狭帯域の電話・画
像

CW、狭帯域デジタル
(注)

(注)占有周波数帯域幅は100kHz
以下のものに限る。

(注)占有周波数帯域幅は100kHz
以下のものに限る。

CW CW
狭帯域デジタル(注)

CW、狭帯域の電話・画像

狭帯域デジタル(注)

CW、狭帯域の電話・画像 CW

狭帯域デジタル(注)

CW、狭帯域の電話・画像

CW

CW

１８MHｚ帯

２４MHｚ帯

18,110kHz：この周波数はA1AによってJARLが標準信
号の送信を行う場合に限り、使用することができる。

24,930kHz：この周波数はA1AによってJARLが標準信
号の送信を行う場合に限り、使用することができる。

CW

CW、狭帯域の電話・画像

衛星 レピータ
広帯域の電話・電

信

CW

(注4)この周波数は、公衆網に接続し音声等の伝送を行う通信（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用し
て遠隔操作を行い通信する場合を除く。）に使用することはできない。

(注2)50.00～50.10MHzの周波数で外国のｱﾏﾁｭｱ局と通信を行う場合と50.00～50.30MHzの
周波数で月面反射を行う場合に限り、占有周波数帯幅が3kHz以下のﾃﾞｰﾀによる通信にも
使用できる。

１４４MHｚ帯

EME
狭帯域デジタル(注1)

広帯域の電話・電信・画像(注4)CW、狭帯域の電話・電信・画像(注2､注
3)

(注)F1B,F1D,G1B,G1D,A2A,
A2B,A2Dに限る

CW、狭帯域の電話・画像

狭帯域デジタル(注)

レピータ

狭帯域デジタル(注)



430.50 430.70 431.00 431.4 432.10 435.00 439.00

430.00[MHz] 430.10 (注)F1B,F1D,G1B,G1Dに限る 431.90 ↑433.00MHz呼出周波数 434.00 438.00 440.00
(注2)この周波数は、公衆網に接続し音声等の伝送を行う通信（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用して遠隔操作を行い通信する場合を除く。）に使用することはできない。

1,270 1,290

1,260[MHz] 1,273 1,293 1,300
↓1,295.00MHz呼出周波数

1,293[MHz] 1,294 1,294.50 1,294.60 1,294.90 1,295.80 1,296.20 1,299.00 1,300
(注)この周波数は、公衆網に接続し音声等の伝送を行う通信（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用して遠隔操作を行い通信する場合を除く。）に使用することはできない。

2,405 2,424 2,425 2,427

2,400[MHz] 2,407 2,424.50 2,427MHz呼出周波数 2,450

5,670 5,725 5,765 5,770 5,830

5,650[MHz] 5,690 5,810 5,850
5,760

5,725[MHz] 5,730 5,755 5,757 5,760MHz呼出周波数 5,762 5,765

10.150

10.000[GHz] 10.025 10.080 10.175 10.250
10.240

10.175[GHz] 10.180 10.235 10.237 10.24GHz呼出周波数 10.242 10.245 10.250

10.500

10.450[GHz] (注)この周波数帯は、衛星通信及び月面反射通信にも使用することができる。

１０．１GHｚ帯

レピータ(アシスト)

衛星

ビーコン 全電波型式
CW、狭帯域の電話・電信・画像・

ＥＭＥ

１０．４GHｚ帯

４３０MHｚ帯

１，２００MHｚ帯

２，４００MHｚ帯

５，６００MHｚ帯

レピータ

衛星
レ
ピ
ー

タ

ＡＴＶ／高速デジタル
(高速データは、占有周波数帯幅が9MHz以上のものに限る。)

全電波型式

全電波型式(注)

CW、狭帯域の電話・電信・画像 全電波型式 レピータ

レピータ(アシスト)
ＡＴＶ／高速デジタル

(高速データは、占有周波数帯幅が9MHz以上
のものに限る。)

レピータ 全電波型式 ビーコン 全電波型式

全電波型式 レピータ(アシスト)

レピータ(アシスト)

衛星 ＡＴＶ／高速デジタル
(高速データは、占有周波数帯幅が9MHz以上

のものに限る。)

全電波型式(広帯域に限る)

レピータ 全電波型式

CW、狭帯域の電話・
電信・画像・ＥＭＥ

デジタル CW、狭帯域の電話・電信・画像 ビーコン ＥＭＥ

ビーコン レピータ 全電波型式（実験・研究用）

レピータ

衛星 レピータ ＡＴＶ／高速デジタル(高速データは、占有周波数帯幅が9MHz以上のものに限る。) レピータ

広帯域の電話・電信・画像(注2)CW CW、狭帯域の電話・電信・画像

狭帯域デジタル(注1)

VoIP 広帯域の電話・電信・画像(注)

ＶｏＩＰ 広帯域データ 広帯域の電話・
電信・画像(注2) ＥＭＥ レピータ 衛星 全電波型式（実験・研究用）

注
・狭帯域：電波の周波数帯幅が３ｋHz以下のもの（Ａ３Ｅを除く）
・広帯域：電波の周波数帯幅が３ｋHzを超えるもの
・各周波数の区分の上限（数値の大きい方）は当該周波数の区分に含まれるが、下限（数値の小さい方）は含まれない

レピータ全電波型式


